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茅ヶ崎市青少年指導員連絡協議会
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第25期活動目標
・青少年指導員は、子どもたちが明るく健やかに育つよう、よりよい情報を発信し、地域づくりに努める

・青少年指導員は、活動を通して地域の方々に理解してもらえるよう努める

・青少年指導員は、各種研修や協力事業に積極的に取り組み、 資質向上に努める. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

青少年指導員連絡協議会は

種目宣50J司隼
を迎えました

150周年を迎えて」 会長 松本陽子

茅ヶ崎市青少年指導員連絡協議会は、今年度創立 50局年を迎えました。

これまでの活動にご支援とご尽力いただいたみなさまに感謝申し上げます。

この 50年を振り返ると、高度経済成長期、バブル期を経て倍迷期を迎

えた経済の大きな蛮化は、人々の暮らしや家族の在り方、個人の価値観を

大きく変えました。私たちの協議会ち、その時代その時代のニーズに合わ

せて、部会の編成を変えながら活動してきました。このような大きな変化

はありましたが、私たちの活動の原点は、昭和 22年に発足した「児童愛

護I~lJ にあるのではないかと思います。 戦後の混乱期に、自分たちの生活ち大変な中、子ども

だちの将来を考え活動レた方々がいたことに大変感銘を覚えます。

青少年指導員はいつの時代ち、次代を担う子どもだちの将来を考え、大切に育む人でありた

いと患います。

ーー・・園田ーーーー く青少年指導員とは?> ・ーーーーーーーーーー司ーーーーーー四ーー

「児童愛護班J (昭和 22年〉、 「校外生活指導者J (昭和 25年)を経て、 「地区少年指

導員J (昭和 36年〉制度の幅を広げ、昭和 43年4月から「青少年指導員」となりました。

市内の青少年育成推進協議会 (躍進協〉の会長に推薦され、県と市教青委員会より委嘱され

ています。市内 19学区、各 5名 (計 95名〉の青少年指導員が地域の皐近な存在として活動

しています。
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10月7日に創立50周年記念式典を行いました
{茅ヶ崎市役所コミュニティホール】

前日から降っていだ雨ち朝方には上がり、 I~\@Gだった空模様ちひと安I~\。 午前中は、役員・理事を

中山に、舞台をつくるなど会揚設営をしました。

受付開始から開会までの問、来場者には展示した青少年健全育成ポスターを見ていただきながら、

ロゴマークの投票ちお願いレました。

式典開始にあたり、オープニングとして 25期指導員有志でミュージックベルを演奏レました。曲

目は、 「青い珊瑚礁・世界に一つだけの花・ヘビーローテーション」のメドレーと、 「見上げてごら

ん夜の翠を」です。

閉式のことばのあと、青指連松本会長よりあいさつ。続いてご来賓の紹介。

茅ヶ崎市副市長 山崎正美様

茅ヶ崎市教育委員会教育長 神原 聡 犠

茅ヶ崎市青少年育成推進連絡会議会長巴下英彦様

茅ヶ崎市子ども会連絡協議会会長 須田譲様

茅ヶ崎市社会教育委員会議議長 吉原弘子様

以上の方々にご出席いただき、代表して山崎正美副市

長と神原聡教育長にご祝辞を賜りました。なお、当日

ご公務でご欠席の服部(言明市長からはビデオメッセー

ジをいだだき、会場のみなさんに披露しました。

そして閉式のことばのあと、休憩をはさんで記怠講

演会ヘ。

[服部信明市長(ビデオメッセージ)J

[神原聡教育長]

[ロゴマーク投票]

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

記怠イベント「茅ケ崎市青少年指導員連絡協議会ロコ、マーク発表」

創立 50周年を記怠して、茅ヶ崎市青少年指導員を広くアピー

ルし、親しみを持っていただけるような口ゴマークを決めまレだ。

各学区で考えた作品を展示し、会場にいらしてくださつだみなさ

んの投票により決定いたしました。
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記念式典に引き続き、コミュニティホールにて

講師に西岡正樹氏〈現:浜之郷小学校教諭〉をお

迎えして「世界は僕の教室J""'日本一周へき地校

バイクの旅~と題して講演会を行いました。
西岡氏は昭和 51年から 30年間、茅ヶ崎市内

の小学校で教師を勤め、平成 13年のオーストラ

リアを皮切りに、世界 60数か国を旅してきまし

た。その後、元教え子の一人から「“したい旅"

ではなく“すべき旅"を考えて旅をしたらどうで

すか ?Jと提案されたことがきっかけで、へき地

校を巡る旅を始めました。

視認28資2E諮鴇 へき地校の子どもたちとふれあう中で「郷土

愛が子どちの自尊感情を高めることを知ったJ
と語っています。また、へき地校で育つ子ども

たちは、体力や対人スキルが不足しがちであり、

地域住民との交流が大切なコミュニケーション

能力のスキルアップとなっています。そのため

「学校と地域が互いに必要としていて、関係が

成り立っているJと話されていましだ。

地域で活動している青少年指導員にとって、
大蛮興味深い講演会となりまレた。

【記念事業】

-青少年育成部会 【7月 14日""'21日〕

50周年記怠事業として「青少年健全育成ポスター展示」

を開催しました。これまで制作したポスターを 80点以

上、一度に展示した様子は圧巻でした。ポスターの内容

により、年代ごとに青少年を取り巻く環境が変わってい

く様子がわかり、 50周年記怠事業にふさわしい、とても

興味深く意昧あるものとなりました。

【茅ヶ崎市役所市民ふれあいプラザ〕

-研修・事業部会 (7月 18日〕

ミュージックペルで IJ-POPメドレーJI大きな古時

計JI星に願いを」を演奏レました。ミュージックベルは

日頃、様々なイベントで子どもたちに向けて発表レだり、

一緒に演奏したりしています。市民ふれあいプラザでの 匝

発表はとても緊張しましたが、ミュージックベルの透き

通った音色が響き渡ると、耳を傾けてくださる方や、足

を止めてくださる方、自の前のソファに腰かけて聴いて

くださる方ちいて、最後まで楽しんでいただきました。
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浜之郷学区
『郷の子

フェスティ/りレ』

今年度は 20周年記怠行

事として、神奈川県警察

音楽隊をお招きして、演

奏会・カラーガードで華

やかに開催しました。

学区の活動紹介[

青少年指導員は、 19の小学

校区で学校や地域のみなさん

と一緒にいろいろな活動を

し、たくさんの子どもたちと

かかわっています。

今宿学区
11 鶴嶺学区 梅田学区 円蔵学区

『クリスマス会』 『つるみね 『子ども大会』 みんなで遊ぼう!
ふれあいデー』 『子ども大会』

小学生と地域の方と一緒 めざせ!ちひ、っこ防災マ 今年度は「乃羽バレエ回」 初の試みとレて取り入れ

にクリスマス会を開催。 スター!子どもたちは体 による公演会を開催しま た全員参加のゲームで、

萩圏中学校合唱部のクリ 験ブースを回り、楽しみ した。小・中学生の演技ち 小・中学生と地域の大人

スマスソングを聴き、折 ながらも真剣に学びまし 加わって、みんなで楽し が楽しく交流を深めるこ

り紙でクリスマス力一ド た。おいしい豚汁を食べ い時間を過ごしました。 とができましだ。

を作って楽しみました。 て混まりました。

柳島学区 西浜学区 茅ヶ崎学区 東海岸学区
『子ども大会 『子ども大会』 『一中 Autumn枚 子ども大会

in柳島キャンプ揚』 陶芸に挑戦! コンサー卜』 『夏まつり』

親子で火おこしを体験 一人300gの粘土の塊を 第一中学校吹奏楽部・演 毎年、子どもだちが楽レ

し、焼きマシュマ口・ゆで 使い自由に作品を制作、 劇部と太鼓や甚句を練習 みにしている「夏まつり」

ジャガイモを食べたり、 4色の利薬〈ゅうやく〉 の レている子どもだちがス を開催し、ゲームや模擬

松ぽっくりやどんぐりで 中から好きな色を選びま テージを披露。 楽器紹介 自などにたくさんの人が

クリスマスリースやオー した。後日、完成昂が手冗 もあり、盛り上がりまし 参加して地域の輸を広げ

ナメントを作りましだ。 に届きましだ。 た。 ることができました。
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小学校区地図

鶴が台学区 室田学区
子ども大会 『ソフトバレーボール

『あそびの広場』 ずJ仁れJJzlkbdZ三b占H 

7種類のコーナーを設け 毎年恒例のスポーツイベ

て、子どち大会を実施し ント。近隣の小・中学校の

ました。各コーナーでは、 先生方と地域の保護者の

たくさんの子どもたちが 方が、笑顔もある白熱し

楽しそうに遊15i姿が見ら だ試合で交流しました。

れました。

浜須賀学区 松浪学区
子ども大会 子ども大会

『ビーチクリーン』 『ストラックアウト』

小・中学生、先生方と海ま 怪学年から高学年まで多

で歩いてゴミ姶い。また、 くの子どもたちが参加し

チーム別ドッチピーで盛 てくれましだ。10球を投

り上がりましだ。思食は げて的の文字板を何枚ち

特製カレーを食べ楽しい 訂ち扱いて高得点をあげ

一日となりましだ。 ていました。

香川学区 11 小出学区
『遊ぼう!学ぼう! 11 子ども大会
ゲームステーション~ 11 ~推進協まつり

巽年齢の班でデ‘ィスクゲ 11 "-J学ぶ・遊ぶ・食べる』
11 。ットボトルに模様を描

ッター、工作、担架レース 11

防犯・防災クイズを体験。11いて空気砲を作り、的あ

11てをしました。まだ、「葉患は自分たちで豚汁と焼11
日書の羽根を飛ばしちゃお

きおにぎりを作って食べ11

ました。 ゲーム」で遊びました。

松林学区 小和田学区

みんなで健康 子ども大会

『ラジオ体操』 『おもちゃづくり』

朝7時に地域の方と小学 竹とんぼなどの琶ながら

生が校庭に集まり、エア のおもちゃに加え、割り

ロビクスやボクササイズ 箸を使つだマジックハン

でウォーミングアップの ドなども作り、地域の

あと、ラジオ体操を行い 方々と楽しい時間を過ご

ました。 しました。

緑が浜学区

11 

汐見台学区
今年ち盛況! 『親子釣り大会』

『みどりの子夏まつり』

模擬庖や子ども大会、夜 今年は天候に恵まれ、早

は校庭で映画鑑賞。今年 朝から釣竿を持った家族

は先生方による、 “みどり が汐小前の海岸に集合。

ん"の包装紙が司愛いハ 魚、が釣れると子どもたち

ワイアンバーガーの模擬 の歓声が聞こえました。

庖ち大好評でした。

ー5-



輔 塩事<青少年指導員活動記録>平成 29年 4月~平成 30年 3月

4月
・総会 4月8臼 茅ヶ崎市役所

・行政研修 4月8日 茅ヶ崎市役所
講師:西多摩 PACE主催 甲 斐 崎 博 史 氏

テーマ「子どもたちがひとつになる !yドベンチャー

プログラムのゲーム&アクティビティ」 8月
・指導員研修/全体会 8月 1日 青少年会館
研修・事業部会と理事の企画により指導員のスキル

アップのため、昔遊び(ベーコマ・けん玉・チェンリン

グ〉と工作をブースに分かれて行いましだ。ブースでは

体験側と教える側を経験して交流が図れました。

ー、-

5月
・子どもの安全を守るキャンペーン

5月 30日

茅ヶ崎駅北口ペデストリアンテ、ツキ〈啓発活動〉
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6月
・湘南地区青少年指導員研修会 6月 10日

秦野市立本町公民館
講師:国際基醤教大学教養学部専任講師高橋伸氏

テーマ iレクゲーム指導法と二ユースポーツ体験」

-子ども会交流事業(ドッヂビー交流会〉
8月 22日総合体育館

研修で紹介された
「ラダーゲ、ツター」 。

簡単で誰でも楽レめる

こユースポーツです。

-遊び体験教室
7 月 26 日~27 日

秦野市表丹沢野外活動センター
7月
・茅ヶ崎・寒川犯罪ゼ、口推進会議街頭キャンペーン
7月5日 茅ヶ崎駅北口ペデストリアンデ、ッキ(菖発活動〉

.社会を明るくする運動キャンペーン

7月ア臼 茅ヶ崎駅北口ペデストリアンデッキ〈啓発活動)

.青少年健全育成を進める県民大会

7月8日 小田原市民文化会館

• 50周年記怠事業
青少年健全育成ポスター展示
7月 14日""'21日 茅ヶ崎市役所

ミュージックベル演奏
7月 18日茅ヶ崎市役所

・青少年健全育成ポスター展示
ア月 22日""'24日イオン茅ヶ崎中央居

茅ヶ崎市と秦野市の子どもたち

が自然体験を通じて相互の親控

を囲っています。

ーんー



青少年指導員は

一年を遇して、だくさん活動

しているぞよ!
9月
・社会環境実態調査 7月'"'"'9月 市内所定の庖舗

・自然体験教室①コース 9月23日'"'"'24臼

YMCA三浦ふれあいの村

-茅ヶ崎市青少年指導員連絡協議会

創立 50庖年記怠式典 10月7日茅ヶ崎市役所

1 1月
・市民ふれあいまつり

ブースを出庖してパルーンア
ートやポスター展示を行いまし
た。
剣・犬・とびねずみを一緒に

作って交流しました。
形ができてくると子どもたちの
自が輝き、喜んでいる姿を見る

ことができました。
伊よ~池 一一一一一

・県青少年指導員大会 1 1月 12白 川崎市高津市民館

・子どもの安全を守るキャンペーン 11月 20日 茅ヶ崎駅北口ペデストリアンデッキ(啓発活動〉

・県立茅ケ崎養護学校文化祭 きらめき祭 11月 23日 県立茅ケ崎養護学校

12月
・社会環境健全化推進街頭キャンペーン

月 13日 ペデストリアンデッキ(啓発活動)

1月
・成人のつどし) 1月 8日 総合体育館

-青少年会館フ工スタ 青少年会館

-青少年育成のつどい 1月 20日

茅ヶ崎市役所

-子ども会ゲームセミナー 3月 3日 茅ヶ崎市役所

-ちがささスポーツ・レクリエーションフ工スティI¥')し
3月 11日総合体育館

・県 50周年記念大会 3月 11日

横浜みなとみらいホール

・総会 3月 24日 茅ヶ崎市役所

~有害図書回収累計記録 (9月'"'"'2月)r"'.J毎月 1口実施

2月
・自然体験教室②コース

2月 17日'"'"'18日 榔島キャンブ揚

・子ども会入門講座 2月 20日

茅ヶ崎市役所

茅ヶ崎駅南口 有害図書追放ポスト

雑誌・マンガ|文庫
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第35田茅ヶ崎市青少年育成のつどい
テーマ r青少年の育成を考えるj

平成30年1月20日〈土〉 茅ヶ崎市役所分庁舎にて実施しました

...・圃・圃・・・・ ・・・・・幽・、、
「膏~年育成のつどい」 は、青少年の健全育成の大切さを広く市民のみなさ f 

んに理解していただくことを目的に、茅ケ崎市からの委託により青少年指導員 l 
が企画し開催しています。 I

今年度は、小川泰平氏による「青少年の育成を考える」をテーマに、青少年

犯罪の具体例を交えながらその防止についてわかりやすくお話していただきま

した。

日本で横挙される犯罪者の内、青少年が占める割合は 1000人に5人で、

世界的にみるとまだ少ないレベルだそうです。これを更に増やさないようにす

るためには、日頃の親子のコミュニケーションやルール作りが重要であると、

改めて認識できました。

過去の例では、親が不在がちの寂しさから遊び仲間と過ごす時間が増え、仲

間との軽い遊び感覚から、高齢者を狙った現金ひったくりを繰り返すまでにエ

スカレートレ、犯罪者となってしまった少年がいたそうです。しかしこの少年

は少年院退院後、賠償金の支払いのため苦労している親の姿を男て、自分のし

てしまったことを悔やみ、今はしっかりと更生したとのことです。親子の関係

がいかに青少年の犯罪に影響するかを痛感しました。

更に、犯罪を未然に防ぐためには、防犯の意識を高め、地域ぐるみで不審者に犯罪をさせないような

環境づくりが重要であることも理解できました。例えば、連れ去り犯罪を感じさせるような子ども連れ

を見かけた揚合、すれ違つだ後にもう一度振返り「二度見」をすることで、犯罪者Is¥理の「気づかれな

し¥JI見つからないJI捕まらないJという犯罪成功の条件を崩すことができるということです。

子どもたちが、明るく健やかに育つ地域づくりに必要な意識を高めることができた講演内容でした。

来場された方々に

感想をいただきました。

小川 泰平氏

1961年愛媛県生まれ。
元警察官・コメンテータ司

犯罪ジャーナリスト。30年
の警察官経験からみる事

件や犯罪のコメントを論評 .

している。 I

、ーーーーーーー-'

-青少年を犯罪に走らせないためには、家庭や学校でのコミュニケーショ
ンが一番大事だと感じた。

-青少年犯罪は子どちだけの責任ではない。家庭環境の改善、支援が必要
だと感じた。

・個々のルール(家庭、学校、社会など)をきちんと作ることが大切だと
思つだ0

・大人が常lこ情報や知識を向上させる必要があるのではないかと思った0

.中高生の青少年の犯罪は出来l白からの万引きなどが多いと知りましだ。
しかし更生して立派な大人に成長している人がほとんどだそうです。社
会で彼らを男守る姿勢が新たな犯罪を抑制しているということが印象
的でした。

ご意見ありがとうございました。

!発 行:茅ケ崎市青少年指導員連絡協議会松本陽子 i 
l編 集:茅ヶ崎市青少年指導員連絡協議会広報部会 i 
i問合せ先 :茅ケ崎市教育委員会青少年課 電話0467-82 -1 1 1 1 (内線3351・3352〉i

円。


